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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　疎水性基材に形成される親水性基材部を有し、
　前記親水性基材部は前記疎水性基材にエステル加水分解酵素組成物を部分的に印刷して
形成することを特徴とする、隠顕印刷物。
【請求項２】
　前記エステル加水分解酵素組成物は、エステラーゼ（ｅｓｔｅｒａｓｅ）、リパーゼ（
ｌｉｐａｓｅ）、キュティナアゼ（ｃｕｔｉｎａｓｅ）、アゾルエステラーゼ（ａｚｏｌ
ｅｓｔｅｒａｓｅ）、タンナーゼ（ｔａｎｎａｓｅ）、クロロフィラーゼ（ｃｈｌｏｒｏ
ｐｈｙｌｌａｓｅ）、ホスホリパーゼ（ｐｈｏｓｐｈｏｌｉｐａｓｅ）、ホスファターゼ
（ｐｈｏｓｐｈａｔａｓｅ）、またはスルファターゼ（ｓｕｌｆａｔａｓｅ）から選択さ
れた一つまたは二つ以上の酵素を含む混合物であることを特徴とする請求項１に記載の隠
顕印刷物。
【請求項３】
　前記親水性基材部は、追加的に判読確認部を有することを特徴とする請求項１又は２に
記載の隠顕印刷物。
【請求項４】
　隠顕印刷物の印刷方法であって、
　（ａ）塩化脂肪酸を利用したガスグラフティングを行って疎水性基材を形成する段階と
、
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　（ｂ）前記疎水性基材にエステル加水分解酵素組成物を部分的に印刷して親水性基材部
を形成する段階と、
　（ｃ）前記親水性基材部が形成された前記疎水性基材を洗浄し乾燥する段階と、
　（ｄ）前記親水性基材部に判読確認部を印刷する段階と、
　を有する、
　前記疎水性基材に形成される前記親水性基材部を有する隠顕印刷物の印刷方法。
【請求項５】
　前記塩化脂肪酸は、ミリストレイン酸（ｍｙｒｉｓｔｏｌｅｉｃ　ａｃｉｄ）、パルミ
トレイン酸（ｐａｌｍｉｔｏｌｅｉｃ　ａｃｉｄ）、サピエン酸（ｓａｐｉｅｎｉｃ　ａ
ｃｉｄ）、オレイン酸（ｏｌｅｉｃ　ａｃｉｄ）、エライジン酸（ｅｌａｄｉｃ　ａｃｉ
ｄ）、バクセン酸（ｖａｃｃｅｎｉｃ　ａｃｉｄ）、リノール酸（ｌｉｎｏｌｅｉｃ　ａ
ｃｉｄ）、リノエライジン酸（ｌｉｎｏｅｌａｉｄｉｃ　ａｃｉｄ）、α－リノレン酸（
α-ｌｉｎｏｌｅｎｉｃ　ａｃｉｄ）、アラキドン酸（ａｒａｃｈｉｄｏｎｉｃ　ａｃｉ
ｄ）、エイコサペンタン酸（ｅｉｃｏｓａｐｅｎｔａｎｏｉｃ　ａｃｉｄ）、エルカ酸（
ｅｒｕｃｉｃ　ａｃｉｄ）、ドコサヘキサエン酸（ｄｏｃｏｓａｈｅｘａｅｎｏｉｃ　ａ
ｃｉｄ）、カプリル酸（ｃａｐｒｙｌｉｃ　ａｃｉｄ）、カプリン酸（ｃａｐｒｉｃ　ａ
ｃｉｄ）、ラウリン酸（ｌａｕｒｉｃ　ａｃｉｄ）、ミリスチン酸（ｍｙｒｉｓｔｉｃ　
ａｃｉｄ）、パルミチン酸（ｐａｌｍｉｔｉｃ　ａｃｉｄ）、ステアリン酸（ｓｔｅａｒ
ｉｃ　ａｃｉｄ）、アラキジン酸（ａｒａｃｈｉｄｉｃ　ａｃｉｄ）、ベヘン酸（ｂｅｈ
ｅｎｉｃ　ａｃｉｄ）、リグノセリン酸（ｌｉｇｎｏｃｅｒｉｃ　ａｃｉｄ）、トヌンセ
ロチン酸（ｃｅｒｏｔｉｃ　ａｃｉｄ）から選択された一つまたは二つ以上の混合物であ
ることを特徴とする請求項４に記載の印刷方法。
【請求項６】
　前記エステル加水分解酵素組成物は、エステラーゼ（ｅｓｔｅｒａｓｅ）、リパーゼ（
ｌｉｐａｓｅ）、キュティナアゼ（ｃｕｔｉｎａｓｅ)、アゾルエステラーゼ（ａｚｏｌ
ｅｓｔｅｒａｓｅ）、タンナーゼ（ｔａｎｎａｓｅ）、クロロフィラーゼ（ｃｈｌｏｒｏ
ｐｈｙｌｌａｓｅ）、ホスホリパーゼ（ｐｈｏｓｐｈｏｌｉｐａｓｅ）、ホスファターゼ
（ｐｈｏｓｐｈａｔａｓｅ）、またはスルファターゼ（ｓｕｌｆａｔａｓｅ）から選択さ
れた一つまたは二つ以上の酵素を含む混合物であることを特徴とする請求項４又は５に記
載の印刷方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、隠顕印刷物及び隠顕印刷物の印刷方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、産業が発達し競争が激しくなるによって、もっと便利で信頼することができる文
書機密の維持方法に対する需要が増えている。特に、隠顕インクを利用した隠顕印刷に対
して、有価証券や商品巻の偽造防止側面から新しい需要が発生している。隠顕インクを利
用した隠顕印刷物は、印刷物が他人によって読まれたのかを容易に確認することができる
ので、秘密維持状況の点検が容易と言う長所がある。隠顕は、隠れたり見えたりする現象
を意味する。隠顕印刷物は、隠顕インクを利用して製造した印刷物であって、印刷物を加
熱するとか、適当な化学薬品で処理することにより、隠顕インクで書かかれた文字等を読
むことができる印刷物を意味する。
【０００３】
　前記隠顕インクは、血液、唾液、汗、小便、などの体液、または酸と塩基の特性を持っ
た多様な食品及び化合物、例えば、酢、フルーツジュース、ふくらし粉、塩、砂糖、米、
アスピリン、アラビアゴム、ホウ酸、澱粉、アンモニア、硫酸マグネシウム（ｅｐｓｏｍ
　ｓａｌｔｓ）、硝酸銀、せっけん、にかわ、または接着剤を原料として製造することが
できる。代表的な隠顕インクの材料は、酢酸鉛（ｌｅａｄ　ａｃｅｔａｔｅ、Ｐｂ（ＣＨ
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３ＣＯＯ）２）がある。前記酢酸鉛は、一酸化鉛（ｌｅａｄ　ｍｏｎｏｘｉｄｅ、ＰｂＯ
）または四酸化三鉛（ｔｒｉｌｅａｄ　ｔｅｔｒａｏｘｉｄｅ、Ｐｂ３Ｏ４）を、酢酸に
溶解して得た無色の結晶である。前記酢酸鉛は、ミョウバン水に溶解させれば、隠顕イン
クになる。
【０００４】
　隠顕印刷物に書かれる隠顕内容を読む方法としては、隠顕印刷物を赤外線または紫外線
のような特殊な光源または前記光源を特別な角度で照らして見る光学的方法と、微細な黒
鉛等の粉末を隠顕印刷物の上に覆ってから払い落とす機械的方法と、または隠顕印刷物を
、熱気、火炎、または化学薬品の蒸気にさらすとか、化学薬品溶液に浸漬させる物理化学
的方法等がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】韓国特許第１０－０１７３１０３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　従来の隠顕インクを利用した隠顕印刷物は、印刷した内容が現われた後にその状態が維
持される、非可逆的隠顕現象を有するものである。しかしながら、非可逆的隠顕現象を持
つために、従来の隠顕インクを利用した隠顕印刷物は、隠顕内容が判読された後には廃棄
しなければならないという問題点があった。
【０００７】
　そこで、本発明は、上記問題に鑑みてなされたものであり、本発明の目的とするところ
は、容易に隠顕内容を確認することができ、可逆的に隠顕内容が消えることから、繰り返
しの使用が可能である、新規かつ改良された隠顕印刷物と隠顕印刷物の印刷方法を提供す
ることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記課題を解決するために、本発明のある観点によれば、疎水性基材に形成される親水
性基材部を有する隠顕印刷物が提供される。
【０００９】
　本発明の一実施形態によれば、前記隠顕印刷物は、隠顕インクを使わない。本発明の実
施形態に係る隠顕印刷物は、水を吸収した基材と、そうではない基材との間に発生する明
るさの差を利用するために、隠顕インクが必要ではない。さらに、本実施形態によれば、
前記隠顕印刷物は、水に濡らすことのみにより容易に隠顕内容を確認することができ、水
が除去されれば隠顕内容が消えることから、繰り返し使用が可能である。
【００１０】
　本発明の一実施形態においては、前記疎水性基材は、水酸基（－ＯＨ）を持つ基材に塩
化脂肪酸ガスグラフティング（ｇａｓ　ｇｒａｆｔｉｎｇ）を行って疎水化処理したもの
であってもよい。好ましくは、前記水酸基（－ＯＨ）を持つ基材は、セルロースやポリビ
ニールアルコール（ｐｏｌｙｖｉｎｙｌ　ａｌｃｏｈｏｌ、ＰＶＡ）であり、好ましくは
、紙や板紙である。前記基材は、水に濡らすことができる基材であれば、いずれも使用可
能だが、印刷品質及び用途を考慮すれば、水吸収率の良好な紙や板紙が望ましい。前記塩
化脂肪酸のグラフティングは、従来のガスグラフティング方法（例えば、韓国特許出願第
１０－２０１５－００７７３８０号、第１０－２０１５－００７７３７９号公報を参照）
を利用して行なうことができる。
【００１１】
　本発明の一実施形態においては、前記親水性基材部は、前記疎水性基材にエステル加水
分解酵素組成物を部分的に印刷して形成してもよい。前記酵素組成物の印刷方法は、前記
酵素組成物を前記疎水化基材に望む形象に印刷することができ、一定の厚さに均等に塗布
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して前記エステル加水分解酵素の反応が均等に発生することができる方法であれば、特に
制限することなしに使われることができる。
【００１２】
　本発明の一実施形態においては、前記親水性基材部は、追加的に判読確認部を有してい
てもよい。前記判読確認部は、前記隠顕印刷物の隠顕内容が判読されたのか否かを非可逆
的に表示する。従って、本実施形態によれば、当該判読確認部により、隠顕内容が判読さ
れたか否かを容易に確認することができる。
【００１３】
　また、上記課題を解決するために、本発明の別の観点によれば、疎水性基材に形成され
る親水性基材部を有する隠顕印刷物の印刷方法を提供する。前記印刷方法は、以下の段階
を有する。段階（ａ）：塩化脂肪酸を利用したガスグラフティングを行って疎水性基材を
形成する段階と、段階（ｂ）：前記疎水性基材にエステル加水分解酵素組成物を部分的に
０.３～０.７ｇ／ｍ２程度印刷し、常温で２０～４０分間反応させて親水性基材部を形成
する段階と、段階（ｃ）：前記親水性基材部が形成された疎水性基材を洗滌し、乾燥する
段階と、段階（ｄ）：前記親水性基材部に判読確認部を印刷する段階。
【発明の効果】
【００１４】
　以上説明したように本発明によれば、容易に隠顕内容を確認することができ、可逆的に
隠顕内容が消えることから、隠顕印刷物の繰り返しの使用が可能である。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】図１は、隠顕印刷物の可逆的隠顕現象を示す図（写真）である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下に添付図面を参照しながら、本発明の好適な実施の形態について詳細に説明する。
なお、本明細書及び図面において、実質的に同一の機能構成を有する構成要素については
、同一の符号を付することにより重複説明を省略する。
【００１７】
　本明細書で言及される特許文献及び参考文献は、それぞれの文献が参照によって個別的
で明確に特定されることと等しい程度に、本明細書に参照として挿入される。
【００１８】
　本発明は、疎水性基材に形成される親水性基材部を有する隠顕印刷物とその印刷方法に
関するものである。
【００１９】
　以下に説明する、本発明の実施形態は、基材に疎水性基材部と、親水性基材部とが、区
分されて形成され、水を濡らせば隠顕内容が現われ、乾燥させて水を除去することにより
前記隠顕内容が消える、隠顕印刷物を提供する。さらに、以下に説明する本発明の実施形
態は、前記隠顕内容が判読されたか否かを確認することができる判読確認部を有する、隠
顕印刷物を提供する。
【００２０】
　（隠顕印刷物）
　本発明の用語として、「隠顕印刷物」は、普段は見えないが、特定の環境下で隠顕内容
が現われる隠顕特性を持つ印刷物を意味する。
【００２１】
　本発明の具体的な一実施形態によれば、隠顕印刷物は、水の存在による可逆的隠顕現象
を見せる。前記用語「可逆的（ｒｅｖｅｒｓｉｂｌｅ）」は、隠顕特性が特定の環境によ
って繰り返し現われることができることを意味する。本実施形態の隠顕印刷物は、水分を
含んだ（水に濡らされた）特定の環境で隠顕内容が現われ、水分が除去されれば隠顕内容
が消える。
【００２２】
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　一方、従来の隠顕印刷物においては、隠顕インクを使う。この隠顕インクは、金属塩、
酸、または塩基を使うため、これを製造するための試薬及び設備を要する。しかし、本実
施形態の隠顕印刷物は、隠顕インクを使わないので、隠顕インクの製造に対する費用が発
生しないという長所がある。また、従来技術の隠顕印刷物に使う隠顕インクは、非可逆的
隠顕現象を見せるために、隠顕内容が判読された後には廃棄しなければならなかった。し
かし、本実施形態の隠顕印刷物は、水の存在の有無によって可逆的に隠顕現象を見せるの
で、繰り返し使うことができるという長所がある。
【００２３】
　（隠顕印刷物の基材）
　本実施形態の隠顕現象は、基材の特性に起因する。水を吸収した親水性の基材と、そう
ではない疎水性の基材とは、光の散乱が異なっている。水にぬらした場合には、疎水性の
基材は光の散乱率が高くて、明るく見え、水を吸収した親水性基材は光の散乱率が低くて
、暗く見える。このような原理によって、親水性基材と、そうではない基材とは、容易に
区別することができる。本実施形態の隠顕印刷物の隠顕現象は、このような原理による。
【００２４】
　本発明の一実施形態によれば、本実施形態の疎水性基材は、水酸基（－ＯＨ）を持つ基
材に塩化脂肪酸ガスグラフティングを行って疎水化処理したものである。すなわち、前記
疎水性基材は、塩化脂肪酸ガスグラフティングによる疎水化処理面である。前記水酸基（
－ＯＨ）を持つ基材は、セルロース、またはポリビニールアルコール（ｐｏｌｙｖｉｎｙ
ｌ　ａｌｃｏｈｏｌ、ＰＶＡ）であることができ、好ましくは、紙または板紙であること
かできる。前記水酸基（－ＯＨ）を持つ基材は、親水性であるため、水を吸収することが
でき、塩化脂肪酸ガスグラフティングを利用することにより疎水化することができる。
【００２５】
　本発明の一実施形態によれば、隠顕印刷物は、前記塩化脂肪酸ガスグラフティングによ
って形成された水を吸収しない疎水性基材と、前記疎水性基材に形成された水を吸収する
親水性基材部とを、有する。したがって、前記隠顕印刷物を水に濡らせば、水を吸収した
親水性基材部は暗く見え、水を吸収しない疎水性基材は明るく見えるようになる。そこで
、前記疎水性基材を、字、絵、または記号で形象化すれば、親水性基材部に水が吸収され
た時、疎水性基材の内容が明るく現われる。また、前記親水性基材部の水吸収による、暗
い、明るいの差は、水が乾燥されて消失することにより、一緒に消えるようになる。従っ
て、前記隠顕印刷物の隠顕現象は可逆的である。上述のように、水の吸水性の差に起因し
て、字、絵、または記号が現われるためには、基本的に、基材は良好な水の吸水性を持つ
ことが好ましく、前記塩化脂肪酸ガスグラフティングによる疎水化処理が容易であること
が好ましい。
【００２６】
　（隠顕印刷物の疎水性基材）
　本発明の一実施形態によれば、前記疎水性基材は、塩化脂肪酸ガスグラフティングを通
じて疎水化処理されることにより得られる。
【００２７】
　本明細書での用語「塩化脂肪酸ガスグラフティング」は、下記の反応式１のように、ガ
ス状態の塩化脂肪酸（ｆａｔｔｙ　ａｃｉｄ　ｃｈｌｏｒｉｄｅ）を親水性基材の水酸基
（－ＯＨ）と反応させて、基材に脂肪酸エステルを形成し、副産物として塩化水素（ＨＣ
ｌ）を生成する反応である。これに対する詳細な説明は、ＵＳ６，３４２，２６８号公報
に開示されている。
【００２８】
【化１】

【００２９】
　前記塩化脂肪酸ガスグラフティングによって基材に脂肪酸エステルが形成されれば、基
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材は疎水性を持つようになる。
【００３０】
　本発明の一実施形態によれば、前記塩化脂肪酸は、ミリストレイン酸（ｍｙｒｉｓｔｏ
ｌｅｉｃ　ａｃｉｄ）、パルミトレイン酸（ｐａｌｍｉｔｏｌｅｉｃ　ａｃｉｄ）、パル
ミトイルクロライド（ｐａｌｍｉｔｏｙｌ　ｃｈｌｏｒｉｄｅ）、サピエン酸（ｓａｐｉ
ｅｎｉｃ　ａｃｉｄ）、オレイン酸（ｏｌｅｉｃ　ａｃｉｄ）、エライジン酸（ｅｌａｄ
ｉｃ　ａｃｉｄ）、バクセン酸（ｖａｃｃｅｎｉｃ　ａｃｉｄ）、リノール酸（ｌｉｎｏ
ｌｅｉｃ　ａｃｉｄ）、リノエライジン酸（ｌｉｎｏｅｌａｉｄｉｃ　ａｃｉｄ）、α－
リノレン酸（α－ｌｉｎｏｌｅｎｉｃ　ａｃｉｄ）、アラキドン酸（ａｒａｃｈｉｄｏｎ
ｉｃ　ａｃｉｄ）、エイコサペンタン酸（ｅｉｃｏｓａｐｅｎｔａｎｏｉｃ　ａｃｉｄ）
、エルカ酸（ｅｒｕｃｉｃ　ａｃｉｄ）、ドコサヘキサエン酸（ｄｏｃｏｓａｈｅｘａｅ
ｎｏｉｃ　ａｃｉｄ）、カプリル酸（cａｐｒｙｌｉｃ　ａｃｉｄ）、カプリン酸（ｃａ
ｐｒｉｃ　ａｃｉｄ）、ラウリン酸（ｌａｕｒｉｃ　ａｃｉｄ）、ミリスチン酸（ｍｙｒ
ｉｓｔｉｃ　ａｃｉｄ）、パルミチン酸（ｐａｌｍｉｔｉｃ　ａｃｉｄ）、ステアリン酸
（ｓｔｅａｒｉｃ　ａｃｉｄ）、ステアロイルクロライド（ｓｔｅａｒｏｙｌ　ｃｈｌｏ
ｒｉｄｅ）、アラキジン酸（ａｒａｃｈｉｄｉｃ　ａｃｉｄ）、ベヘン酸（ｂｅｈｅｎｉ
ｃ　ａｃｉｄ）、リグノセリン酸（ｌｉｇｎｏｃｅｒｉｃ　ａｃｉｄ）、または、セロチ
ン酸（ｃｅｒｏｔｉｃ　ａｃｉｄ）から選択された一つ、または二つ以上の混合物である
ことができるが、これに限定されない。
【００３１】
　好ましくは、前記塩化脂肪酸は、パルミトイルクロライド（Ｃ１６）と、ステアロイル
クロライド（Ｃ１８）との混合物である。前記塩化脂肪酸の分子量が小さければ、気化が
容易であり、ガスグラフト反応が容易いが、脂肪エステルの結合による疎水化程度が充分
でない。一方、これと反対に前記塩化脂肪酸の分子量が大きければ、疎水化の程度は良好
であるが、気化が容易ではなく、ガスグラフト反応が鈍い。このような状況を克服するた
めに、小さな分子量を持った塩化脂肪酸と、大きい分子量を持った塩化脂肪酸、例えば、
パルミトイルクロライド（Ｃ１６）と、ステアロイルクロライド（Ｃ１８）とを混合して
使えば、二つの塩化脂肪酸の長所を得ることができ、效率が向上する、多段階疎水化反応
を行なうことができる。当該多段階疎水化反応は、反応の初期において、塩化脂肪酸が塗
布された紙の温度が充分に上昇することができない時には、気化が容易いパルミトイルク
ロライド（Ｃ１６）が水酸基と応じて疎水化し、前記紙の温度が充分に上昇した時には、
ステアロイルクロライド（Ｃ１８）が反応に参加して疎水化を行なうことを意味する。
【００３２】
　本発明の具体的な一実施形態によれば、塩化脂肪酸ガスグラフティングは、アニロック
ス（ａｎｉｌｏｘ）ローラーが適用された塩化脂肪酸ガスグラフティング設備を通じて行
なうことができる。前記アニロックスローラーが適用された塩化脂肪酸グラフティング設
備は、グラビア（ｇｒａｖｕｒｅ）印刷方式を活用したものであり、大量の印刷に適合し
た方法である。前記塩化脂肪酸ガスグラフティング設備の運転は、アニロックスローラー
の温度を４０～８０℃、塗布量を０.３～０.７ｇ／ｍ２、乾燥ローラーの温度を１７０～
２１０℃、及び空気ナイフフラッシング用高温空気の温度を２８０～３２０℃に設定し、
運転速度を３０～７０ｍ／ｍｉｎに設定して、坪量５０～９０ｇの濾過紙に対して行なう
ことができる。好ましくは、前記塩化脂肪酸ガスグラフティング設備の運転はアニロック
スローラーの温度を６０℃、塗布量を０.５ｇ／ｍ２、乾燥ローラーの温度を１９０℃、
及び空気ナイフフラッシング用高温空気の温度を３００℃に設定して運転速度を５０ｍ／
ｍｉｎで設定して坪量７０ｇの濾過紙に対して行なう。
【００３３】
　（隠顕印刷物の親水性基材部）
　本発明の一実施形態によれば、隠顕印刷物の親水性基材部は、前記形成された疎水性基
材にエステル加水分解酵素組成物を部分的に印刷して形成する。すなわち、前記親水性基
材部は、前記疎水性基材上での後述するエステル加水分解酵素組成物によるエステル加水
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分解酵素組成物反応領域に対応する。
【００３４】
　本発明の他の実施形態によれば、前記エステル加水分解酵素組成物は、エステラーゼ（
ｅｓｔｅｒａｓｅ）、リパーゼ（ｌｉｐａｓｅ）、クチナーゼ（ｃｕｔｉｎａｓｅ）、ア
ゾルエステラーゼ（ａｚｏｌｅｓｔｅｒａｓｅ)、タンナーゼ(ｔａｎｎａｓｅ）、クロロ
フィラーゼ（ｃｈｌｏｒｏｐｈｙｌｌａｓｅ）、ホスホリパーゼ（ｐｈｏｓｐｈｏｌｉｐ
ａｓｅ）、ホスファターゼ（ｐｈｏｓｐｈａｔａｓｅ）、またはスルファターゼ（ｓｕｌ
ｆａｔａｓｅ）から選択された一つまたは二つ以上の酵素を含む組成物である。
【００３５】
　前記エステル加水分解酵素組成物は、塩化脂肪酸によって疎水性基材の表面に存在する
脂肪酸エステルのエステル結合を切って、基材の疎水性を減少させ、親水性を進める役目
をする。例えば、前記エステル加水分解酵素組成物の一例であるリパーゼは、下記の反応
式のように前記脂肪酸エステルのエステル結合を取り除く。
【００３６】

【化２】

【００３７】
　前記疎水性基材が親水性基材部に変換される効率（変換率）は、酵素組成物の酵素活性
、基質の量、酵素組成物と基質（塩化脂肪酸）との接触頻度及び反応温度によって決定さ
れる。前記疎水性基材が前記親水性基材部への高い変換率を現わすためには、印刷を通じ
て塗布される前記酵素組成物の量が、前記疎水性基材に存在する脂肪酸エステルに対して
適切な酵素活性を持つようにすべきである。また、前記塗布した酵素組成物が基材の中に
充分に染みこんで、基材に形成された脂肪酸エステルのエステル結合を切るべきである。
したがって、前記酵素組成物の塗布量は、前記塩化脂肪酸ガスグラフティングを通じて塗
布された前記塩化脂肪酸の量によって定めることができる。
【００３８】
　本発明の具体的な実施形態によれば、前記酵素組成物の塗布量は、表面を充分に濡らす
ことができる、前記塗布された塩化脂肪酸の１倍以上が望ましい。前記酵素組成物による
エステル結合の切断は、時間と温度によって左右され、液状の酵素が乾かない限り、反応
時間が長いほど、さらには、温度が５５℃を上限として高いほど、反応が促進される。塩
化脂肪酸のガスグラフティングによって疎水化された表面に、液状の前記酵素組成物を塗
布すれば、前記酵素組成物の浸透が難しく、塗布された面に限定された範囲でエステル結
合の切断が発生する。しかし、反応時間が経過して、徐々に疎水性基材が親水性を持つよ
うになれば、前記酵素組成物が基材の内部に浸透し、塗布した面積よりももっと広い範囲
でエステル結合の切断が発生する。よって、前記酵素組成物を余りにたくさん塗布すれば
、前記酵素組成物による親水化反応が広範囲に発生し、隠顕印刷の分解能（ｒｅｓｏｌｕ
ｔｉｏｎ）が低下される問題が生ずることがある。また、前記酵素組成物の乾燥速度が余
りに早い高温下では、酵素がエステル結合を切断する前に活性を失うことがある。
【００３９】
　本発明の具体的な一実施形態によれば、前記酵素組成物は、前記疎水性基材に０.３～
０.７ｇ／ｍ２程度印刷して塗布する。好ましくは、前記酵素組成物は、前記疎水性基材
に０.５ｇ／ｍ２程度塗布する。
【００４０】
　本発明の他の実施形態によれば、前記酵素組成物は、常温で２０～４０分間反応させる
。好ましくは、前記酵素組成物は、常温で３０分間反応させる。
【００４１】
　前記疎水性基材にエステル加水分解酵素組成物を印刷する方法は、紙に、字、文様、パ
ターン、などを印刷するのに利用される多様な印刷方法に使われることができる。本実施
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形態にて使うことができる前記印刷方法は、例えば、インクジェット印刷、活版、線画凸
版、写真版、複製版のような凸版印刷方法、描き版、転写版、卵白版、平凹板、多層版、
プレセンシタイズド版（ＰＳ版）のような平板印刷方法、彫刻凹版、グラビア凹版のよう
な凹版印刷方法、またはこれらを変形した印刷方法を挙げることができるが、これに限定
されない。好ましくは、本実施形態で使う前記印刷方法は、インクジェット印刷方法であ
る。
【００４２】
　（隠顕印刷物の判読確認部）
　本発明の一実施形態によれば、前記親水性基材部は、追加的に判読確認部を有する。前
記判読確認部は、前記親水性基材部に印刷され、隠顕印刷物の隠顕内容が判読されたか否
かを表示するものであり、水によって形象や物性が変わって判読されたか否かを表示する
ことができるならば、特段の制限なしに使われることができる。例えば、前記判読確認部
は、親水性染料を使って印刷することができる。前記親水性染料を利用して形成された判
読確認部は、水によって親水性染料が染み、形態または色が変わるので、判読されたか否
かを表示することができる。すなわち、前記判読確認部は、隠顕現象を持つことができる
。しかし、前記判読確認部の隠顕現象は、非可逆的隠現現象であることが望ましい。
【００４３】
　（隠顕印刷方法）
　本発明の他の実施形態によれば、疎水性基材に形成される親水性基材部を有する隠顕印
刷物の印刷方法を提供する。
【００４４】
　先に、塩化脂肪酸ガスグラフティングの適用が可能な基材を選択して適当な大きさに切
る。前記基材は、水酸基（－ＯＨ）を持つ親水性基材であることができる。好ましくは、
セルロースを含む紙またはポリビニールアルコールであることができるが、水酸基を持つ
水吸水性が良い親水性基材なら、制限なしに使うことができる。
【００４５】
　本発明の具体的な一実施形態によれば、前記基材は、坪量６０～８０ｇの濾過紙である
ことができる。好ましくは、前記基材は、坪量７０ｇの濾過紙であることができる。
【００４６】
　本発明の一実施形態によれば、上述のように準備した基材の表面に塩化脂肪酸を利用し
たガスグラフティングを行って疎水性基材を形成する。前記疎水性基材の形成は、前記「
隠顕印刷物の疎水性基材部」で説明したので、重複を避けるためにここでは説明しない。
【００４７】
　本発明の他の実施形態においては、前記疎水性基材にエステル加水分解酵素組成物を部
分的に印刷して親水性基材部を形成する。
【００４８】
　前記酵素組成物の印刷量は、表面を充分に濡らすことができる程度の前記塗布された塩
化脂肪酸の１倍以上が望ましい。
【００４９】
　前記酵素組成物は、インクジェットプリンターを利用して疎水性基材に印刷し塗布する
ことができる。前記塗布された酵素組成物の量は、酵素組成物の酵素活性、基質の量、酵
素組成物と基質（塩化脂肪酸）との接触頻度、及び反応温度によって定めることができる
。前記塗布される酵素組成物の量は、前記疎水性基材の内部まで充分に染みこんで脂肪酸
エステルに存在するエステル結合をすべて切断する程度の量を使うのが望ましい。
【００５０】
　本発明の具体的な一実施形態によれば、前記疎水性基材にエステル加水分解酵素組成物
を、０.３～０.７ｇ／ｍ２程度印刷し、常温で２０～４０分間反応させて親水性基材部を
形成する。好ましくは、前記疎水性基材にエステル加水分解酵素を、０.５ｇ／ｍ２程度
印刷し、常温で３０分間反応させて親水性基材部を形成する。
【００５１】
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　本発明の他の実施形態によれば、前記エステル加水分解酵素組成物は、エステラーゼ（
ｅｓｔｅｒａｓｅ）、リパーゼ（ｌｉｐａｓｅ）、キュティナアゼ（ｃｕｔｉｎａｓｅ）
、アゾルエステラーゼ（ａｚｏｌｅｓｔｅｒａｓｅ）、タンナーゼ（ｔａｎｎａｓｅ）、
クロロフィラーゼ（ｃｈｌｏｒｏｐｈｙｌｌａｓｅ）、ホスホリパーゼ（ｐｈｏｓｐｈｏ
ｌｉｐａｓｅ）、ホスファターゼ（ｐｈｏｓｐｈａｔａｓｅ）、またはスルファターゼ（
ｓｕｌｆａｔａｓｅ）から選択された一つまたは二つ以上の酵素を含む組成物である。
【００５２】
　本発明のもう一つの実施形態によれば、前記酵素組成物を利用して形成した親水性基材
部の親水性変換率は、コブサイズ（Ｃｏｂｂ　ｓｉｚｅ）度の評価を利用して間接的に評
価することができる。
【００５３】
　本発明のもう一つの実施形態によれば、前記親水性基材部が形成された疎水性基材を洗
浄し乾燥する。前記洗浄と乾燥の過程を通じて、塗布された前記酵素組成物の反応を停止
させるので、隠顕内容の解像度を維持することができる。前記洗浄は、前記親水性基材に
存在する前記酵素組成物が除去され、活性が消失する程度に遂行すれば良い。前記乾燥過
程は、下記の判読確認部が印刷できるように乾燥すれば良い。
【００５４】
　本発明の一実施形態によれば、前記親水性基材部に判読確認部を印刷する。前記判読確
認部は、前記酵素組成物を印刷する方法と同様に行なうことができる。前記判読確認部は
、隠顕現象を現わすことができる。この場合の隠顕現象は、非可逆的隠顕現象が望ましい
。例えば、前記判読確認部は、親水性インクで印刷し隠顕印刷物を水に濡らして隠顕内容
を確認する時、染み現象から判読可否を表示することができる。
【００５５】
　以上のように、本発明の実施形態によれば、隠顕印刷物は、水に濡らすことのみにより
隠顕内容を確認することができるため、隠顕インク、隠顕内容の確認のための材料、試薬
、または設備が必要ではないという長所がある。また、本実施形態に係る隠顕印刷物は、
水が除去されれば隠現内容が消えるために、繰り返し使うことができ、さらには、判読確
認部を通じて隠顕印刷物が判読されたか否かを容易に確認することができるという長所が
ある。さらに、本実施形態に係る隠顕印刷方法は、ガスグラフティング設備を利用して疎
水性基材を形成し、従来からある印刷方法でエステル加水分解酵素組成物及び判読確認部
を形成することができるので、大量の隠顕印刷物を経済的、效率的に製造することができ
る長所がある。
【００５６】
　実施例
　１．実施例１：リパーゼを利用した隠顕印刷
　韓國の京畿道の東豆川所在の離型紙生産業社（Ｔ社）に設置された塩化脂肪酸ガスグラ
フティング設備を活用して疎水化処理を遂行した。坪量７０ｇの濾過紙に塩化脂肪酸コー
ティングを実施し、アニロックス（ａｎｉｌｏｘ）ローラー塗布量を、０.５ｇ／ｍ２に
調整した。塩化脂肪酸は、パルミトイルクロライド（ｐａｌｍｉｔｏｙｌ　ｃｈｌｏｒｉ
ｄｅ）（Ｃ１６）とステアロイルクルロライド（ｓｔｅａｒｏｙｌ　ｃｈｌｏｒｉｄｅ）
（Ｃ１８）とが混合した製品を使った。アニロックス（グラビア、ｇｒａｖｕｒｅ）ロー
ラーの温度は６０℃に固定し、乾燥ローラーの温度は１９０℃に調整し、エアナイフプル
ロシング（ａｉｒ　ｋｎｉｆｅ　ｆｌｕｓｈｉｎｇ）用の高温空気（ｈｏｔ　ａｉｒ）の
温度を３００℃にした。前記処理条件の下に設備の運転速度を５０ｍ／ｍｉｎに固定し、
疎水化処理を実施した後、処理された濾過紙を対象として酵素印刷を実施した。エステル
結合の切断のために酵素は、好ましくはエステラーゼを使って、より好ましくはリパーゼ
またはキュティナアゼから選択された単独または混合したものを使うことが、酵素処理の
費用及び収率改善の側面から経済性が高い。本実施例１では、ＴＬＬ（Ｔｈｅｒｍｏｍｙ
ｃｅｓ　Ｌａｎｕｇｉｎｏｓｕｓ）由来のリパーゼ（ｌｉｐａｓｅ）である、レジナアゼ
Ａ２Ｘ（商品名：Ｒｅｓｉｎａｓｅ　Ａ２Ｘ（登録商標）、Ｎｏｖｏｚｙｍｅｓ、Ｄｅｎ
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ｍａｒｋ）を使った。インクジェットプリンターを活用して酵素原液（酵素組成物）を、
塩化脂肪酸のグラフト反応で疎水化させた濾過紙の上に、０.５ｇ／ｍ２程度塗布し、３
０分間常温で反応させた。前記疎水化処理された濾過紙の吸収率と疎水化濾過紙を再び酵
素処理した場合の吸収率とを比較するために、３０秒経過後のコブサイズ（Ｃｏｂｂ　ｓ
ｉｚｅ）度の測定結果を下記の表１に示す。下記の表１は、塩化脂肪酸の疎水化処理の前
後の濾過紙と、酵素加水分解処理された疎水化濾過紙とのコブサイズ度の比較の結果を示
す。なお、コブサイズ度は、「ＴＡＰＰＩ　ＴＥＳＴ　Ｔ　４４１　ｏｍ-９８　Ｗａｔ
ｅｒ　ａｂｓｏｒｐｔｉｖｅｎｅｓｓ　ｏｆ　ｓｉｚｅｄ　(ｎｏｎ-ｂｉｂｕｌｏｕｓ)
　ｐａｐｅｒ,　ｐａｐｅｒｂｏａｒｄ,ａｎｄ　ｃｏｒｒｕｇａｔｅｄ　ｆｉｂｅｒｂｏ
ａｒｄ　(Ｃｏｂｂ　ｔｅｓｔ)」に準拠して測定する。
【００５７】
　２．実施例２：キュティナアゼを利用した隠顕印刷
　韓國の京畿道の東豆川所在の離型紙生産業社（Ｔ社）に設置された塩化脂肪酸ガスグラ
フティング設備を活用して疎水化処理を実施した。坪量７０ｇの濾過紙に塩化脂肪酸コー
ティングを実施し、アニロックスローラー塗布量を０.５ｇ／ｍ２に調整した。塩化脂肪
酸は、パルミトイルクロライド（ｐａｌｍｉｔｏｙｌ　ｃｈｌｏｒｉｄｅ）（Ｃ１６）と
、ステアロイルクルロライド（ｓｔｅａｒｏｙｌ　ｃｈｌｏｒｉｄｅ）（Ｃ１８）とが混
合した製品を使った。アニロックス（グラビア、ｇｒａｖｕｒｅ）ローラーの温度は６０
℃に固定し、乾燥ローラーの温度は１９０℃に調整し、エアナイフプルロシング（ａｉｒ
ｋｎｉｆｅ　ｆｌｕｓｈｉｎｇ）用の高温空気（ｈｏｔ　ａｉｒ）の温度を３００℃にし
た。前記処理条件の下に設備の運転速度を５０ｍ／ｍｉｎに固定して疎水化処理を実施し
た後、処理された濾過紙を対象として酵素印刷を実施した。本実施例２では、マグナポル
ルテグリセア（Ｍａｇｎａｐｏｒｔｈｅ　Ｇｒｉｓｅａ）由来のキューティクル層の分解
酵素として代表されるキュティナアゼ（ｃｕｔｉｎ－ｈｙｄｒｏｌｙｔｉｃ　ｅｎｚｙｍ
ｅ）、オプティマ製（商品名：Ｏｐｔｉｍｙｚｅ（登録商標）、Ｂｕｃｋｍａｎ　Ｌａｂ
ｏｒａｔｏｒｉｅｓ社、ＵＳＡ）を使った。インクジェットプリンターを活用して酵素原
液を塩化脂肪酸のグラフト反応を通じて疎水化させた濾過地の上に０.５ｇ／ｍ２程度塗
布した。インクジェットプリンターを活用して酵素原液を塩化脂肪産グラフト反応から疎
水化させた濾過紙の上に、０.５ｇ／ｍ２程度塗布し、３０分間常温で放置した。前記疎
水化処理された濾過紙の吸収率と、疎水化濾過紙を再び酵素処理した場合の吸収率とを比
較するために、３０秒経過後のコブサイズ度の測定結果を下記の表１に示す。下記の表１
は、塩化脂肪酸の疎水化処理の前後の濾過紙と酵素加水分解された疎水化濾過紙のコブサ
イズ度の比較結果である。
【００５８】
【表１】

【００５９】
　３．実施例の比較
　前記の表１によれば、実施例１と２のすべてにおいて、疎水化処理によってコブサイズ
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度が急激に減少することを確認することができる。このような結果は、塩化脂肪酸のガス
グラフト反応を通じて、濾過紙が水を吸収しないように疎水化されたことを意味する。本
実施例から、塩化脂肪酸のガスグラフティングを遂行した濾過紙に対して、リパーゼと、
キュティナアゼとを活用した加水分解処理を実施した後のコブサイズ度の値を見れば、実
施例１の濾過紙の親水性が、実施例２の場合と比較して、良好だということを確認するこ
とができた。ｐ－ニトロフェニルミリスチン酸（ｐ－ｎｉｔｒｏ　ｐｈｅｎｙｌ　ｍｙｒ
ｉｓｔａｔｅ）の分解率から測定した、リパーゼとキュティナゼとの活性は、それぞれ、
３５,０５６（ｕｎｉｔｓ／ｍＬ）と、１４,９７４（ｕｎｉｔｓ／ｍＬ）であり、リパー
ゼを使った実施例１の場合が、キュティナアゼを使った実施例２の場合より、２倍以上高
いためであると推察される。なお、ｐ－ニトロフェニルミリスチン酸の分解率に基づくリ
パーゼとキュティナゼとの活性の測定は、Ｇｕｐｔａ　Ｒ、Ｒａｔｈｉ　Ｐ、Ｇｕｐｔａ
Ｎ、Ｂｒａｄｏｏ　Ｓらによる「Ｌｉｐａｓｅ　ａｓｓａｙｓ　ｆｏｒ　ｃｏｎｖｅｎｔ
ｉｏｎａｌ　ａｎｄ　ｍｏｌｅｃｕｌａｒ　ｓｃｒｅｅｎｉｎｇ:　ａｎ　ｏｖｅｒｖｉ
ｅｗ」（Ｂｉｏｔｅｃｈｎｏｌ．Ａｐｐｌ．Ｂｉｏｃｈｅｍ．３７、２００３、ｐ６３）
に準拠して行った。
【００６０】
　４．可逆的隠顕印刷
　前記のように、塩化脂肪酸のガスグラフト反応を通じて疎水化された濾過紙を、エステ
ラーゼを使って再び親水化することによって隠顕印刷を具現し、図１のように処理された
紙を水に濡らした時、水に濡れない部分、あるいは水に濡れる部分で絵や文字を現わすこ
とができることを確認した。同時に、水が乾燥した後には、前記の絵や文字が再び消えた
ように見えなくなることを確認したため、可逆的な隠顕印刷が可能だということを分かっ
た。もし、前記の方式で隠顕印刷された紙に、親水性染料を使って部分的に印刷、染色タ
場合、隠顕印刷物を読んだのか否かを容易に把握することも可能である。
【００６１】
　以上、添付図面を参照しながら本発明の好適な実施形態について詳細に説明したが、本
発明はかかる例に限定されない。本発明の属する技術の分野における通常の知識を有する
者であれば、特許請求の範囲に記載された技術的思想の範疇内において、各種の変更例ま
たは修正例に想到し得ることは明らかであり、これらについても、当然に本発明の技術的
範囲に属するものと了解される。
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